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１ 健康危機管理体制の強化 

現状と課題 

健康危機管理とは、食中毒、毒物劇物中毒、感染症、医薬品、飲料水その他何らかの原

因により生じる市民の生命、健康の安全を脅かす事態が発生し、市民生活に多大な混乱を

起こすことが想定される場合に対して行われる健康被害の発生防止、拡大防止、原因究明

及び医療体制の確保に関する業務をいいます。 

保健所は、｢地域保健の推進に関する基本的な指針｣において、健康危機管理の拠点とし

て位置づけられ、保健医療関係の行政機関として、平常時には監視業務等を通じて健康危

機の発生を未然に防止するとともに、地域全体で健康危機管理を総合的に行うシステムを

構築し、健康危機発生時にはその規模を把握し、地域に存在する保健医療資源を調整して、

関連機関を有機的に機能させる役割が期待されています。 

本市では、平成10年に発生した、毒物混入事件の経験を踏まえ、あらゆる事例に迅速に

対応するために、「和歌山市健康危機管理指針」を策定し、基本的な枠組みを定めました。

また、様々な原因によって引き起こされる健康危機管理事例に対して総合的に対応できる

体制を構築するために、平成24年４月から保健所機構内に「健康危機管理班」を配置する

とともに、健康危険情報をもとに、危機管理部局等と連携し、迅速かつ適切な判断と、そ

の後の対策を協議するなどの健康危機管理体制を整えています（図１）。 

このことにより、健康被害の発生予防、発生時の原因調査、拡大防止に向けて各機関と

迅速に連携できる体制を構築し、研修、訓練を実施するなど、人材育成及び体制強化を図

っています。 

また、新型インフルエンザに関しては、平成24年に制定された新型インフルエンザ等特

別措置法に基づき、平成26年に「和歌山市新型インフルエンザ等対策行動計画」を策定し

ました。毎年、国、県の訓練に合わせて関係機関との情報伝達、患者搬送等の訓練を実施

しています。 

新型インフルエンザ等が発生した場合、市民の生命及び健康を保護し、市民生活及び市

民経済の安定のために、対策業務や優先度の高い通常業務が実施できるように、新型イン

フルエンザ等事業継続計画（BCP）の策定が必要です。また、ワクチンの住民接種体制も確

立しなければなりません。 

 

施策の方向 

（１）「和歌山市健康危機管理基本指針」を保健所職員全員が習熟することを徹底します。 

（２）健康危機管理関連のマニュアルを適宜見直し、整備充実を図ります。 

（３）常に、連絡網を整備、徹底し、関係機関相互の連絡体制の強化を図ります。 

（４）和歌山市健康危機管理情報ネットワークのメーリングリストや和歌山市感染症情報

FAXなどを通じ、日頃から関係機関への情報提供を行い情報網の整備に務めます。 

（５）必要に応じて、研修会への職員の派遣及び職員や関係機関に対する研修や訓練の実

施を行います。 
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（６）健康危険情報が迅速かつ確実に把握できるように、関係部署との連携を図ります。 

（７）健康危険情報を把握した場合には、迅速に連絡会議等を開催し、情報の共有化を図

ります。 

（８）事件の被害防止及び再発防止、原因調査等規模に応じた体制づくりに努めます。 

（９）健康危機管理検査体制については、常に新しい情報の入手及び検査技術の向上に努

めるとともに、他自治体の衛生研究所等との連携体制を強化することで、新たに発生

する感染症、食中毒、毒劇物中毒等に対応できるよう更なる強化を図ります。 

（10）原因が不明の健康危機管理事例等については、原因究明を目指し消防局、警察との

緊密な情報交換に努めます。 

（11）新型インフルエンザ等に関する情報伝達や訓練に取り組むとともに、新型インフル

エンザ等事業継続計画の策定及びワクチンの住民接種体制の構築に努めます。 

 

目標の設定 

（１）新型インフルエンザ等事業継続計画を策定します。 

（２）新型インフルエンザ等の発生に備えて、関係機関との連携訓練を年１回以上実施し

ます。 

項 目 
現 状 

(平成28年度) 

目 標 

(平成35年度) 

新型インフルエンザ等 

連携訓練 
１回 １回以上 

（３）健康危機管理研修会を年1回以上開催します。 

項 目 
現 状 

(平成28年度) 

目 標 

(平成35年度) 

健康危機管理研修会 ０回 １回以上 
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健康危機管理 健康危機管理 和歌山市○○ 和歌山市○○
健康危険情報 健康危険情報

市の対策方針決定・実行 市の対策方針決定・実行

消防局 会長 会長 本部長 本部長

警察署 保健所長 市長 健康局長 市長

医療機関 副会長 副会長 副本部長 副本部長

県 危機管理部長 両副市長 危機管理局長 両副市長

国の機関 健康推進部長 委員 保健所長 本部員

市民 委員 教育長、公営企業管理者 本部員　　　　　　　　関係局長 教育長、公営企業管理者

他 関係部長・課長 全局長、保健所長 関係部長 全局長、保健所長

等 関係部長等 等 関係部長等

事務局 事務局 事務局 事務局

情報内容 総務企画課 健康推進部総務企画課 健康推進部総務企画課 危機管理部総合防災課

食中毒

毒物劇物中毒

感染症

医薬品

飲料水

その他

【幹事会】　　　　両副市長、市長公室長

危機管理局長、健康局長、保健所長

関係部長等

統括班・広報班・保健医療班等

和歌山市 委員　（次に掲げる機関の長）

地域保健医療協議会 　　和歌山市医師会、和歌山県病院協会

[協議会] 　　和歌山市歯科医師会、和歌山市薬剤師会

　　和歌山県立医大、日赤和歌山医療センター、和歌山労災病院

　　和歌山県、和歌山 西警察署・東警察署・北警察署

【主な業務】 　　和歌山市消防局、危機管理局、健康局等

＊平常時の情報共有

＊平常時の体制整備

＊研修・実地訓練等 事務局

＊有事の関係機関調整 　　健康推進部総務企画課

[連絡会議] ［調整会議］ ［警戒本部］ ［対策本部］
発信　 受信 情報交換・役割分担の

確認、影響度の判断等

情報共有・高次の調整・
本部設置等の決定

【目的】
平時における健康危機管理体制の整備と危機
対応能力の維持向上を図るとともに、健康危機
発生時における関係機関との連絡調整を円滑
に実施する。

【保健医療協議会】

和歌山市健康危機管理
設置要綱

和歌山市健康危機管理調整会議
設置要綱

和歌山市健康危機管理警戒本部
設置要綱

和歌山市健康危機管理対策本部
設置要綱

保　健　所

各関係部局
担当課

【目的・主な業務】
初期の健康危機情報
をもとに、関係部局担
当者等が情報共有
し、迅速かつ適切な
判断と、その後の対
策を協議し、健康危
機管理の推進を図
る。

【設置基準】
重大な被害をもたらす健康
危機の発生、又は発生のお
それがある場合等

【設置基準】
市民への影響度が多大であ
り、複数の部局が協力してそ
の対応に当たる必要がある
と判断された場合

【設置基準】
市民への影響度が多大で、かつ
被害規模が特に甚大である等、全
庁体制でその対応に当たる必要
があると判断された場合

【主な業務】
・関係部局が情報共有し、高
次の調整を行うなど、健康危
機管理を円滑に推進する。
・発生した健康危機事象の
市民への影響度を勘案し、
警戒本部もしくは対策本部
設置の是非を決定する。

【主な業務】
市の対策方針を決定し、実
行する。

【主な業務】
市の対策方針を決定し、実行す
る。

市民

への

影響

度大

関係機関

連絡・調整

情報

相互

提供

情報入手

情報共有

重要度
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市民
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度が

多大

・

複数

部局

の連

携が

必要

等

関係機関

連絡・調整

【医療専門部会】
事務局 総務企画課

被害規

模が特

に甚大

である

場合等

関係機関

連絡・調整

関係機関

連絡・調整

情報入手

 
図１ 健康危機管理における組織体制 ： 健康危険情報受信から警戒本部・対策本部設置まで 
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２ 衛生研究所の機能充実 

現状と課題  

衛生研究所では、市民の健康と快適な生活環境を守るため、食品や飲料水などの理化学

検査、食中毒や感染症などの病原微生物検査、水質汚濁などの環境保全に関する試験検査、

調査研究及び情報収集を行い、科学的根拠に基づく情報を提供しています。 

近年、私たちの生命、健康を脅かす事例が毎年のように発生し、市民の不安や関心が高

まっています。国内では、依然としてノロウイルス、腸管出血性大腸菌等による集団食中

毒、農薬等化学物質の食品混入事例の発生が後を絶たず、引き続き警戒が必要です。海外

では、アフリカ大陸におけるエボラウイルス病、韓国でのMERSによるアウトブレイク、ブ

ラジルでのジカウイルス感染症など新興再興感染症が深刻な問題となりました。このよう

な感染症の発生状況、温暖化の影響等で感染症を媒介する生物の生態の変化、さらにイン

バウンドの増加やデングウイルスが輸入後国内に急速に広がったことなどを踏まえ、様々

な状況を想定しながら新たな感染症に対する検査体制を整備していかなければなりません。

パンデミック(※1)が危惧されている新型インフルエンザについては、鳥インフルエンザウ

イルスの検査体制を整備するとともに、高病原性ウイルスへの新たな変異に対する情報収

集と迅速な検査対応が必須です。また、誤食事故が多い自然毒を含む農水産物、流通・交

通機関の発達により増加した輸入食品については、 

毒物や農薬等の理化学分析に関する最新の検査技 

術の導入が必要です。 

このような現状において、衛生研究所は保健所と

密に連携し、集団食中毒事例、麻疹等の集団感染、

食品への毒物混入事例に迅速で高度な検査を実施し

原因を究明してきました。感染症発生動向調査では

保健所の疫学調査に基づいて、市内で発生したイン

フルエンザ等の遺伝子を解析し、培養、タイピング

(※2)、薬剤耐性化等の調査を実施することで流行の

詳細な状況を還元するとともに感染源の究明、感染

の拡大防止に寄与してきました。           

図２ 麻疹/風疹ウイルス検査状況（2012 年～2016 年） 

図１ インフルエンザウイルス検査状況 

（2012/13～2016/17シーズン） 
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 また、検査技術の維持、向上を図るため、国や病原体レファレンスセンター(※3)が実施

する外部精度管理や、理化学検査のクロスチェック(※4)などに積極的に参加しています。 

さらに、近畿地方の地方衛生研究所では、２府７県（福井県、三重県、滋賀県、京都府、

大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、徳島県及び京都市、大阪市、堺市、東大阪市、神戸

市、姫路市、尼崎市、本市）において、「健康危機発生時における近畿２府７県地方衛生研

究所の協力に関する協定」が締結されており、感染症や食中毒、飲料水や食品の毒劇物に

よる汚染、生物・化学テロなどの健康危機発生時には、試験の実施、施設、設備の使用や

貸与、試薬の提供等の相互協力要請が行える体制を構築しています。また、近畿厚生局、

神戸検疫所、関西空港検疫所、大阪検疫所の参加を得て、「健康危機管理における近畿ブロ

ック地方衛生研究所広域連携マニュアル」を策定し、連携強化、相互技術研修、試験検査

協力などの更なる機能強化を図り、毎年、健康危機管理事業（健康危機模擬訓練等）を実

施しています。 

種々の健康危機事例に対して迅速かつ適切に対応するためには、高度化、多様化する試

験検査について技術研修、精度管理、情報収集等によって検査体制を構築し、国立感染症

研究所、各地方衛生研究所等との協力、連携に努めることで、更に衛生研究所の強化・充

実を図る必要があります。 

 

施策の方向 

（１）新型インフルエンザに迅速に対応するため、国が実施する技術研修への参加や他都 

市衛生研究所との情報交換を積極的に実施し、常に新しい情報を入手し、検査技術の

向上に努めます。 

（２） 集団感染を起こす呼吸器系感染症、ダニや蚊などの節足動物が媒介する感染症、食 

中毒を起こす腸管系感染症など、新興再興感染症の検査体制を拡充させます。 

（３） WHOから国内排除状態であると認定されている麻疹の市内への侵淫(※5)監視、風疹 

の排除に向けて、保健所と連携して発生動向の把握に努めます。 

（４）農薬類、生活環境保全物質、化学薬品の流出事故等に関する毒物検査体制を充実さ

せるとともに、キノコ毒、植物毒、魚貝毒等の自然毒に対する検査法構築に努めます。 

（５）高度化、多様化する検査に対応するため、検査の精度を確保し、最新検査機器の整 

備を進め、市民の健康と生活を守る健康危機管理体制の更なる強化に努めます。 

 

目標の設定 

（１）新規の検査に取り組み、検査可能項目数を増加させます。 

（２）麻疹・風疹疑い患者の全数検査診断を実施します。 

 

 

項 目 
現 状 

(平成28年度) 

目 標 

(平成35年度) 

病原微生物検査の検査可能項目数 101 108 

理化学検査の検査可能項目数 577 588 
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《用語説明》 

※１ パンデミック 

  致死性の高い感染症の世界的な流行。   

※２ タイピング 

 既知の病原体と遺伝子配列や抗原性を比較することにより、亜型、血清型、遺伝子型等を決定し病

原体を型別すること。 

※３ レファレンスセンター 

  国立感染症研究所と全国の地方衛生研究所による衛生微生物技術協議会に設置された機関で、各種

病原体について検査方法の標準化、構築、改良、検査用試薬等の維持と供給、専門技術者の研修等を

行っている。 

※４ クロスチェック 

同一のサンプルを複数の施設が種々の方法で検査・測定し、どのような違いがあるかを検証するこ      

 と。 

※５ 侵淫（しんいん） 

地域に病原微生物が侵入し徐々に感染が広がっていくさま。 

 


